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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月12日(2013.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　１キャラクタの全幅は１１モジュールから構成される。この例で、黒部分のバー（１）
は４モジュールから成り、バー（３）及びバー（５）は各々１モジュールから成る。白部
分のスペース（２）は１モジュールから成り、スペース（４）及び（６）は各々２モジュ
ールから成る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９４】
　続いて、図７～図１０を参照して、第２の実施例に係るデコード例について説明する。
ここで、図７Ａ～Ｃを参照して、ＣＯＤＥ１２８のバーコード記号例、その欠損例及びそ
の再構成例について説明をする。図７Ａに示すＣＯＤＥ１２８のバーコード記号１は、バ
ーやスペース等の欠落や傷等を生じていないものである。バーコード記号１は８キャラク
タから構成され、例えば、バーコードデータＤ１２は、数字の「１２３４５６７８」を表
現する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９８】
　第２の実施例では、図７Ｂに示したようにバーやスペース等に欠落や傷等が生じている
場合であっても、「１２？？５６７８」や、「１２？？？？７８」、「１２３４５６？？
」等を「１２３４５６７８」を表現するバーコードデータＤ１２に再構成するようになさ
れる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図７】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１５】
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